
集素の存在を認めた◎凝集素の 楡出率は0型 が

100%で 最高であ りA型 、B型 は夫々924%、

81・8%で 大差はなV・。凝集贋は最高240倍 で、60

穣 の12例が最 も多い。患者の重軽症別による凝集

慣の差は判然としない。又病型 より見て混合型の

肺結核では滲出型に比して凝集便は幾分低いよう

であるが戦然とした相逢は認められない。

(2)23例 の唾液に就 て 同種赤血球凝集反態

により唾液中の凝集素を楡索し、之 と喀婆の場合

を比較 した。検出率は唾液は7&1%で 喀疫に劣

る◎1血液型別に見て0型 で100%な るは喀疫の場

合 と同様である。凝集領は最高20倍 で喀湊に比

して椙当の差がある。同一例の喀疲と唾液の凝集
ぴ

債を比較するに大多数例に於て喀湊の凝集贋が大

であつて、唾液の凝集便に対 して最高30倍 の値

を示 した◎次に凝集債を重軽症別、病型別に見た

場 合判然たる椙違は認 め られ なレ・。又、両者の

凝集債の大小には並行関係は認められす、又両者

に於ける凝集素排出の有無も同一例に就て必すし

も一致じていない。

(3)血 清と喀疲の凝集偵を燕 較するに例外な

く血清の凝集便が大で、喀疫の凝集便に対して最

高42&7倍 の値を示した◎ 伺両者の凝集債の間に
鐸は大多数例に於ては犬小の並行関係は認められな

いが0型 の6例 で或程度の並行関係が見られた。

(4)同 一例の1血清、喀疫及び唾液の三者を通

Lて の凝集債の並行関係は認められない。

(5)同 種赤並1球凝集阻止反鷹により26例 の

肺結核患者の喀疫中の凝集阻止物質を検索し、22

例(8a6%)に 証明した。槍出率はAB型 が100%

で最高であり、A型 、B型 は夫々92・4%、727% ,
であつた。阻止便は最高1920倍 であ り、尚重症

例でも阻止贋は必す しも減少していない。

(6)同 じ26例 について、同種赤血球凝集阻

止反鷹により唾液中の凝集阻止物質を槍索し、之

と喀疫の場合を比較 した◎槍出率は唾液100%で

喀疫に優 り、尚、又阻止便に於ても大多数例で唾

液が優つている。帥ち唾液の阻止贋は最高5120

倍であ り、喀疫の阻止領に対 して最高853倍 の

値を示した。荷重症例でも阻止贋は必すしも減少

していないことは喀疫の場合と同様である◇

更に又、両者の阻止便の間には大小の並行関係

は認められす、又両者に於ける阻止物質排出の有

無も一致 しなV・o

・(7)同 一例の喀疾に就て、凝集素と阻止物質
ノ

との関係を槍討 して次の所見を得た◎即ち楡出i率

は両者大差ないが、有効稀釈度では阻止物質が優

つてお り、凝集素に比してより大なる稀釈度に於

ても有効である◎尚両者の大小には並行関係は認

められす、更に両者の排出の有無も一致 してV・な

い。次に耐熱性を見るに、100つC10分 聞の加熱
竃により凝集素はその作用 を失 うに反 し阻止作用は

失われなV・。荷氷室に保存する場合両者とも数ケ

月に亙 りその作用 を保つ◎

本稿を終えるに臨み、終始御懇篤なる御指導と御鞭達

を賜わつた恩師i美甘教擾に満腔の謝意を表わす次第で,

ある。
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第25巻 第12夢 第1項,高 崎五郎氏の 「結核皮内反応 の研究」論文中下記 の文 印刷洩れ につ き追 加 します。
無右段第14行 目終 リか ら三字 目の前 に下の文 を入れ る

。

r遠 心 沈 澱 を行 い(300回 ・30分 聞),上 清 を蒸 発皿 に移 し原 量 の約 董/10位に濃 縮 後,』




